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AmpC などのスルバクタム（SBT）抵抗性 β ラクタマーゼ、本来 SBT で阻害






 2014 年 12 月の 1 か月間に急性期病院 10 施設で臨床分離された大腸菌 329
株に対して SAM 最小発育阻止濃度（MIC）測定、各 β ラクタマーゼ遺伝子の
塩基配列解析、TEM-1陽性株の接合伝達試験、TEM-1活性の測定、TEM-1活
性に対する SBT の 50%阻害濃度測定、SBT の膜透過性評価、クローン同定を
行った。 
 対象となった大腸菌のうち 95株（29%）が SAM非感受性であった。TEM-1
は SAM 感受性株より非感受性株に多く検出された（56%対 18%）。非感受性
株の保有する βラクタマーゼのうち、SBT抵抗性 βラクタマーゼは 33%、過剰
産生を促す変異型プロモーターを持つ TEM型 βラクタマーゼは 5%であった。
残りの 62%は本来 SBT に阻害される β ラクタマーゼのみを保有し、うち野生
型プロモーターを持つ TEM-1が 41株（72%）と最多であった。 
TEM-1 保有株をドナー株として接合伝達試験を行った。96 株のドナー株か
ら 45株（47%）の接合伝達株が得られ、プラスミドの不和合性グループは IncF
が 89%を占めた。これらの可動性因子による TEM-1 遺伝子の水平伝播が高頻
度である可能性が示唆された。その接合伝達株全てがレシピエント株より高い
SAM MICを示した。βラクタマーゼとして TEM-1のみを持つドナー株と接合




た SBTの膜透過性は SAM MICと負の相関関係にあった。膜透過性の低下は膜































  したがって、本論文は博士（ 医学 ）の学位論文として価値あるものと認める。 
  なお、本学位授与申請者は、平成31年3月29日実施の論文内容とそれに関連した
試問を受け、合格と認められたものである。 
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